
第 1 回 丸森地区河川防災ステーション利活用検討部会

日時：令和 4年 7月 20 日
場所：役場 庁議室

（計画地見学  15:00～15:30）
・丸森役場集合～マイクロバス～計画地
・河川防災ステーション整備計画の説明、質疑応答

次    第

（会議  15:30～17:00）

１ 開  会

２ あいさつ（町長）

３ 検討部会の設置について
・丸森地区河川防災ステーション利活用検討部会の設置について

４ 部会長選出

５ 委員自己紹介

６ 意見交換
水防センター等の整備における「にぎわいづくり拠点」の考え方の整理

① 町観光の現状共有（観光案内マップ：ぐるっと まるもり散策マップ）

     ② 川の駅としての利活用

     ③ 民間活力の展開

７ その他
次回（8月）以降の日程について

８ 閉  会



1

東北大学 （有）半澤牧場

1 平 野 勝 也 9 半 澤 善 幸

観光物産振興公社 ＪＡみやぎ仙南

2 横 山 博 昭 10 阿 部 喜 知

商工会 商工観光課

3 船 山 俊 一 11 佐 藤 勉

消防団 復興対策室

4 佐 藤 隆 12 阿 部 憲 裕

熱中小学校

5 宍 戸 克 美 1

オープンジャパン

6 肥 田 浩 2

まるもり女子重機隊

7 斎 藤 百 合 子 3

ＭＡＲＵＭＯＲＩ－ＳＡＵＮＡ

8 阿 部 秀 一 4
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Ｎｏ 団体名 所属等 氏名 備考

1 東北大学 災害科学国際研究所准教授 平野　勝也

2 丸森町観光物産振興公社 理事長 横山　博昭

3 丸森町商工会 副会長 船山　俊一

4 丸森町消防団 副団長 佐藤　隆

5 熱中小学校　丸森復興分校 教頭 宍戸　克美

6 オープンジャパン 副代表 肥田　浩

7 まるもり女子重機隊 斎藤　百合子

8 ＭＡＲＵＭＯＲＩ－ＳＡＵＮＡ 阿部　秀一

9 （有）半澤牧場 半澤　善幸

10 ＪＡみやぎ仙南 丸森地区事業本部長 阿部　喜知

11 丸森町商工観光課 課長補佐 佐藤　勉

12 　　　復興対策室 室長補佐 阿部　憲裕

丸森地区河川防災ステーション利活用検討部会 名簿



第１回
丸森地区河川防災ステーション利活用検討委員会
＜河川防災ステーション配置計画説明資料＞

令和 ４年 ６月２９日

国土交通省 東北地方整備局仙台河川国道事務所
丸森町

資料－５



（２）丸森地区河川防災ステーション最終案いついて
１． 河川防災ステーション整備の目標と方針

１

整備方針（案）

①立地選定
丸森町河川防災ステーション候補地の概要は以下のとおり。

当該予定箇所周辺は「令和元年東日本台風」による浸水が発生した場所である。
緊急輸送道路に位置付けられている国道113号に隣接しているほか、近傍に高速
道路が２系統（常磐自動車道・東北自動車道）あり、広域的な災害時の拠点と
して活用可能。

市街地に近く、災害時における住民の緊急避難場所としての機能性が高い。
市街地に近接した場所であるほか、既設の船着場も近くにあり、阿武隈ライン
舟下りの発着所としての活用等、平常時の利用が見込まれる。

当該計画地は、災害時の丸森町役場の代替機能(支援物資等の集積所、仕分け拠
点)を担うのに最適な場所である。

人流のメインとなる国道113号に隣接し、ここを拠点にまちなかへ人を誘導する
ゲートウェイとして絶好の場所に位置づけられる。

②土地利用・動線・施設配置

必要とされる広域的な防災拠点としての施設・資材を確保する。

丸森町の地域活性化を推進するための諸施設を導入する。

防災上の機能を損なわないよう配慮した上で、平常時の利活用を考慮した施設
配置とする。

③水防センター

必要とされる防災時の機能を満たす諸室構成とする。

丸森町のゲートウェイとするため、観光レクリエーションで必要とする諸室を
確保する。

諸室は平常時の利用を考慮した配置とする。ただし防災時の緊急時利用に十分
配慮する。

④河川防災ステーション周辺の平常時利活用の推進

阿武隈川と一体的になった平常時の利活用を推進する。

防災資材の上面や災害時の駐車場を広場や公園として多目的に利用する。

候補地周辺航空写真

主な土地利用は畑、家屋は１軒

整備目標

① 防災
阿武隈川の安全･安心を高める広域的な防災
拠点の確保

② 地域活性化
Ｒ１１３号と阿武隈川に隣接する立地条件を活
かした丸森町の新しいゲートウェイ機能の創出



標準断面図

平 面 図

２.土地利用・動線・施設配置

2本防災ステーションの整備基盤高： 計画堤防高▽+26.7m (隣接する国道の道路高)

河川防災ステーションの施設規模

資材の備蓄量

破堤時の堤防被災規模が最大となり、復旧資材を最も多く必要
とする角田市内の阿武隈川左岸を対象としている

河川防災ステーションの必要施設規模
全体面積 ： 約 42,140m2

全体土量 ： 約 270,000m3

丸森大橋



３.河川防災ステーション施設配置計画

3

利用状況は平常時

阿武隈ライン
舟下り乗船場

幅広階段に腰掛ける

BBQ、イベント広場

・丸森町のゲートウェイ
・地域の交流・憩いの場

として平常時利活用する

川沿いのテラス席

キッチンカー、マルシェ・軽トラ市

スロープ
ポケットパーク

スロープ
（内川桜づつみ公園への動線）



（３） 丸森地区河川防災ステーション利活用検討部会の設置について

4

検討部会構成（案）

団体名 氏名

東北大学 平野 勝也

丸森町観光物産振興公社 横山 博昭

丸森町商工会 船山 俊一

熱中小学校 宍戸 克美

オープンジャパン 肥田 浩

まるもり女子重機隊 斎藤 百合子

MARUMORI-SAUNA 阿部 秀一

（有）半澤牧場 半澤 善幸

JAみやぎ仙南 阿部 喜知

丸森町 商工観光課 佐藤 勉

〃 復興対策室 阿部 憲裕

●丸森地区河川防災ステーション利活用検討委員会設置要綱第７条の規定に基づき、検討部会を設置を設置
する。

●検討テーマ（これまでに提案のあった利活用案等）

〇検討部会は、検討委員会の構成団体やこれまでに提案のあった利活用に関係する団体等を想定。
〇検討するテーマによって、随時、メンバーを拡充していく。

〇水防活動の拠点としての利活用方法
〇防災学習での利活用方法
〇防災ステーションの緑地などの利活用方法
（防災教育、キッチカーやマルシェの展開、イベントの開催 など）
〇にぎわいづくりの拠点として利活用方法
〇川の駅としての利活用方法
（あぶくまライン舟下り、カヌー・水上バイクなども含めて）
〇かわまちづくり・水辺の楽校のテーマ・展開方法

●検討部会等の開催スケジュール
年 月 検討委員会 検討部会

６月 第１回

７月 第１回

８月 第２回

９月 第３回

１０月 第２回 第４回

１１月 第５回

１２月 第６回

１月 第３回 第７回

２月 住民説明会 第８回

３月 第４回 第９回

令和３年

令和４年



参考資料１ 水防センター整備計画（案） －丸森町計画－
 水防センター機能に加え、町のゲートウェイとするため観光交流センターとしての機能も導入する。
 展示ホール（防災学習室）は、教育旅行等の受け入れを想定し、防災の観点から台風19号等の水害を含む町の歴史や土地利用の変遷の紹介のほか、体験型展示

も検討する。災害時は、水防団幹部が指示出しをする指令室や緊急救助隊等が待機する受援拠点となる。
 整備内容の詳細については、想定される事業者と協議し、持続可能な事業としての検討を進めることとする。

5

観光交流センター機能

水防センター機能

車庫のみ2階分の高さとなる

南北に開口部を設け、出入可能にする
ポンプ車出動後は支援物資集積所等
として使用

キャノピー下の屋外スペースは
イベント時や災害時に利用可能

主にポンプ車の操縦者が待機

水防団幹部の指示出し拠点
約60人が待機可能

道の駅（トイレを24時間開放）
とする場合、配置を再検討の
可能性あり

面積をとらない展示の場合、
2クラスの規模の受け入れは
可能

公共下水道の共用区域内だが、詳
細を町に確認いただく

飲用水用

食料・飲料の備蓄、支援物資の集積

ボート、船外機等の水防資
機材や消防団の備品を保管

屋外に配置

（４） その他



参考資料２ 河川防災ステーションの平常時利活用（案）

6

フォトモンタージュ

水防センター・観光交流センター

防災学習の場、飲食・物販スペースおよび阿
武隈ライン舟下りの拠点としての整備を検討

芝生広場

公園・緑地、イベント会場、
スポーツ広場としての利用

イベント広場

マルシェや軽トラ市等を
行えるイベント広場

阿武隈川の眺望を楽しめ
るスペース

眺望広場・プロムナード

阿武隈ライン舟下り船着場

階段状の船着場整備を検討

川の駅

河川敷公園としての利用

居久根の再現

水防センターの北西

チケット売り場のある水防センターから船着場ま
で、階段・バリアフリー対応のスロープを整備

水辺への動線（階段・スロープ）

既存樹木を保全
休憩施設の設置を検討

ポケットパーク



参考資料３ 河川防災ステーションと一体となった周辺整備（案）
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河川防災ステーション
計画地

渡河施設
（飛び石）

散策路(新設)

水辺の楽校 整備イメージ 拡大図

せせらぎ水路

じゃぶじゃぶ池

水辺の楽校

子供たちが水とふれあい、学習できる場
川に親しみを覚える施設を整備

利活用メニュー（案）
水遊び、環境学習、防災学習

施設整備（案）
・せせらぎ水路：内川から水をひき日常的に一定の水が流れる
・じゃぶじゃぶ池：常にある程度の水位を保つ
・飛び石：河川防災ステーションと桜づつみ公園を結ぶ

周辺整備

河川防災ステーション周辺に拡がる良好
な河川空間を人々の憩いや癒やしの場と
なるよう整備

整備施設（案）
散策路、休憩スペース、眺望広場 等

丸森町の川湊・渡し・城跡・橋の歴史を訪ね歩く散歩道。

町と川のつながりを学ぶ

河川防災ステーション・阿武隈ライン舟下り 乗船場

→ 鳥屋嶺神社→ 船場地区（フラワーロード整

備）→ 丸森橋→ 姥石→ 丸森大橋→

A

B C

D E F A

かわみなとフットパス 約3km(徒歩約35分)

じゃぶじゃぶ池
（環境学習）

フラワーロード（ ～ ）

飛び石

川の駅

河川防災ステーションを
「まちのゲートウェイ」に

散策路や舟下りの船からあじさい
提などの眺めを楽しむ

B D



参考資料４ 丸森地区河川防災ステーション等の整備スケジュール
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周辺利活用の検討・整備 調整及び
予算確保

設計 整備工事

河川防災ステーション 利用開始

水防センター 利用開始

周辺施設
利用開始

事業
年度

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度

防災拠点（造成、資材） 国

水防センター 町

防災拠点（造成、資材） 国

水防センター 町

防災拠点の整備

工事

設計

予備設計 詳細設計

基本構想・計画 基本設計・実施設計

用地確保

水防センター建設

盛土工
舗装・排水工

資材配置

水防センター等の運営体制検討

計画検討 計画策定

運営体制、主体の確立 運営主体の細部調整
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